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＊その他の事例や詳細につきましては、ホームページ内 「 検体検査機器に関するお問合せはこちら 」 から、お気軽にお問合せ下さい。

TBA-FX8の ”TBA適用試薬” 活用による試薬管理

最適運用を実現するために”TBA適用試薬”は、同一ロットの第1試薬と第2試薬をパッケージ化。試薬ボ

トル渡りが同時に行われるよう同テスト数分充填されています。貼付された18桁試薬バーコードにより、ボ

トルサイズ・有効期限・ロット番号・ボトル番号などの管理が可能。架設ミスなどヒューマンエラーを防止しま

す。汎用試薬がベースのため、経済的で災害時代替品対応による安定した試薬供給体制を可能にします。

TBA-FX8に”TBA適用試薬”を採用することで、検査効率の向上とさらなる相乗効果を生み出します。

効率性・精度保証・経済性の三位一体

TBA-FX8は、R1とR2合わせて最大90本セット可能な試

薬庫を2個装備しています。検量線は4種を事前に保持でき、

ボトル渡り時自動的に切り替わります。8種類のボトルサイズ

の中から最適なボトル選択により、交換頻度を低減します。

測定結果には試薬情報・検量線情報などを紐づけて表示・

出力します。これにより、記録管理を充実させ検査品質を高

め、ISO15189管理やトレーサビリティをサポートします。

“TBA適用試薬”との組合せにより、試薬交換のタイミング

が同じとなり在庫管理もしやすくなります。

測定を止めない長時間連続運用にも効果を発揮します。
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装置の特性

◼ ボトル渡りに有用なメガ試薬庫（90本×2ライン）

◼ R1/R2を同じ試薬庫にセット（外周;R1、内外周;R2）

◼ 経時変化し易い試薬もボトル渡り直後に自動ブランク補正

◼ ポーズにより測定中でも試薬の追加・交換

◼ 柔軟なキャリブレーション運用

 項目毎事前に検量線の複数保持が可能でボトル渡り時自動切換

 ロットごとまたは、R1/R2セットごとに精度管理

 全点キャリブレーションまたは、ブランク補正の設定

◼ 結果と共に検量線/試薬情報をリアルタイムにオンライン出力

試薬の特性

◼ 1パッケージに同一ロットのR1/R2がセットで同梱

◼ R1/R2が同時消費・同時ボトル渡りするよう同テスト数充填

◼ 18桁試薬バーコード（有効期限・ロット/ボトルNo.等）管理

◼ 汎用試薬ならではの特性

 経済性に配慮

 災害時の滞りない試薬供給体制準備

 試薬メーカ/項目/ボトルサイズの選択

➡ 専用試薬のような品質マネジメントと、測定を止めない

長時間連続運転により、働き方改革に向けたサポート

＜装置の特性と試薬の特性を活かした相乗効果＞

TBA適用試薬
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